
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

平 成 ３０ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ さいたま市立浦和高等学校 ）    
 

目 指 す 学 校 像 
中高一貫教育の特性を生かした特色ある取組を進めるとともに、高いレベルの教育活動を積極的に

展開し、明るく活力があり、高い志を持った生徒を育成する。 
      ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 中高一貫教育校の特性を活かした質の高い学びを展開する。 

２ 「文武両道」の理念に立ち、バランスの取れた教育活動を進めるとともに、 

   第 1志望の進路を実現する。 

３ 国際理解教育の充実と開かれた学校づくりの推進を図る。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者    ７名 

    生徒       ３名 

    事務局(教職員) １７名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２ 月 １ 日  現 在 ）  実施日 平成３１年 ２月１２日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

 中高一貫教育校の特性を活かした多様

な教育活動を進め、内進生と高入生が相

互に刺激となり、進学実績の向上につな

がる一方、特に内進生の学力差をいかに

縮小させるか、底上げを図るかが課題で

ある。 

 学習指導要領の改訂や高大接続改革等

を踏まえ、目指す生徒像、目指す学校像

を明確にし、3 年間、6 年間を見通した抜

本的な教育課程の見直しと、主体的な学

びや 4 技能の育成など、授業の工夫改善

に取り組み、質の高い学びを充実させる

必要がある。更に、教員の研修を奨励

し、指導力の向上を図る必要がある。 

・中高一貫教育の特性を

活かした指導の充実。 

・中・高連携体制の一層

の強化 

①中・高合同での教育活動の充実 

②内進生・高入生の教育課程を見直 

 し、合同での授業展開を検討。 

③中高一貫教育の特性を活かした教 

 育課程の検討と次世代ｼﾗﾊﾞｽの完成 

①保護者ｱﾝｹｰﾄ「中高連携がうま 

 くいっているか」の肯定的回答 

 が前年比上昇したか。 

②教育課程の見直しが進んだか。

③次世代ｼﾗﾊﾞｽが完成したか 

①保護者ｱﾝｹｰﾄは 75.9％で前年

比－1.5Pとなった。 

②④進学校に相応しい高校教

育課程の検討をﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑで

検討を始めた。 

③次世代ｼﾗﾊﾞｽは完成した。 

⑤英語の授業にﾃﾞｨﾍﾞｰﾄを取り

入れるなど教科の工夫を実施 

⑥生徒は 70.2％で前年比+4.2P

上昇した。「授業や補習は実

力が付くものとなっている

か」についても 80.4％で前年

比+0.6Pの上昇であった 

Ｂ 

○大宮国際中等教育学校の

開校もあり、中高連携の特

色化についてさらに検討が

必要。委員会を立ち上げ、6

年間の教育ﾋﾞｼﾞｮﾝを明確に

し、大宮国際との差別化を

図る必要がある。 

○高校教育課程の抜本的見

直しを図り、内進生と高入

生が互いの良さを吸収し、

切磋琢磨できるカリキュラ

ムを検討する必要がある。 

○大学入試改革も踏まえ、

育てたい力を明確にした授

業改善継続の必要がある。 

 

・次世代ｼﾗﾊﾞｽ検討委員会の提案を基に

教育課程ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑには大宮国際中等

教育学校との差別化を図って欲しい。 

・質の高い学びの展開は、やりきってい

る印象を受けている。限りなく A に近い

評価と考える。県内から期待されている

ので引き続き取り組んで欲しい。 

・ｱﾝｹｰﾄの中高連携の設問は、10 年前と

変わっていないので、高入生の大多数の

保護者にはピンとこない。質問内容を具

体的にした方がよい。 

・海外大学への進路も視野に入れている

ようだが、９月始まりなので保護者とし

てはためらう面もある。 

・学習指導要領や高大接

続改革を踏まえた具体

的対応の検討と実施 

 

・教員の指導力の向上と

授業改善と質の高い学

びの充実 

④学習指導要領の改訂を踏まえつつ 

 育てる生徒像を明確にした進学校 

 としてふさわしい教育課程を検討 

⑤大学入試改革に対応した具体的取 

 組の検討と実施 

⑥ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ等の授業改善の充実 

 と高いﾚﾍﾞﾙ学習指導の実施。 

④進学校としてふさわしい教育課 

 程の検討が進んだか。 

⑤大学入試改革に対応した取組が 

 進んだか。 

⑥生徒ｱﾝｹｰﾄ｢先生の授業はやる気 

 を引き出すものか｣の肯定的回 

 答が前年比上昇したか。 

２ 

生徒や保護者の期待と要望に応える高

いﾚﾍﾞﾙの授業の実践と、進路指導部と学

年が連携した計画的で戦略的な進路指導

を展開し、難関大学等への進学実績の向

上を図り、県民の期待に応える必要があ

る。特に、入学当初に 8 割を超える国公

立大学進学希望を諦めさせない、第 1 志

望への進学を実現する高い志を育て、学

習支援を積極的に行う必要がある。 

「文武両道」を実現し、部活動や学校

行事へ積極的に取り組み成果を上げてい

る。一方で、行事の見直しや削減、取組

方法の改善など、生徒の要望に応えつつ

働き方改革なども踏まえ、より実効的で

効果的な実施となるよう検討する必要が

ある。 

・計画的・戦略的で組織

的な進路指導の実施 

 

・生徒・保護者と連携し

た、個に応じた指導の

充実 

①進路部と学年が連携し、計画的で 

 戦略的な進路指導を進め、第１志 

 望を諦めさせない指導を実施。 

②学習ﾏﾗｿﾝ、個別指導や補習授業の 

 充実、生徒や保護者への進路関連 

 情報の的確な提供。 

①ｾﾝﾀｰ試験の 900点満点受験者 

 数が増加したか。 

②第 1志望の進路を実現した割合 

 が増加したか。また、国公立大 

 学や難関大学、医学部などの合 

 格者数は増加したか。 

①②900点満点受験者 175名で

54％。前年の 157 名 43.1％か

ら大幅に上昇。第 1 志望の進

路実現率は未定だが、「第 1

志望を諦めさせない進路指

導」は浸透している。 

③ｲﾝﾀｰｱｸﾄ部の世界大会・吹奏

楽部の西関東大会出場の他、ｻ

ｯｶｰ部やﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ部の優秀選手

など運動部も活発に活動し成

果を上げた 

④文化祭では昨年度より 1000

名以上多い 6250 名が来校し大

盛況。行事の精選は継続課題 

⑤挨拶、校則遵守、生活規

律、ﾙｰﾙやﾏﾅｰいずれも前年比

上昇した。 

Ａ 

○第 1 志望を諦めさせない

進路指導は定着しつつあ

る。入学時約 7 割の国公立

進学希望者の進路実現のた

め、900 点満点受験者 200 名

以上を目指す必要がある。 

○「文武両道」の理念を堅

持し部活動の活性化に継続

して取り組む必要がある。 

○生徒の充実した学校生活

の実現や教職員の働き方改

革も踏まえ、校務委員会を

中心に行事の精選について

検討を進める必要がある。 

○SNS などのｽﾏﾎ利用ﾏﾅｰ等の

指導を継続する必要がある 

・第１志望を諦めさせない進路指導や高

大接続改革に向け、主体的に学び表現す

る力を養っていることを評価する。 

・生徒と先生の時間の確保が大事。働き

方改革に照らし、外部コーチを導入する

など、後援会としても応援したい。 

また、そのための人材確保が課題とな

る。 

・先生方も部活動に割く時間をつくるた

めに日中をどのように効率化していくか

考え、仕事を見直す他、仕組みを変える

などの対応が必要かもしれない。 

・文化部の部室棟の寒さ対策を要望した

い。エアコンの設置をお願いする。 

・教育相談において、SC、SSW との連携

がなされ、個々の生徒の状況を把握して

いる。 

・部活動や学校行事の奨

励と積極的支援。 

・働き方改革を踏まえ、

部活・行事等のﾊﾞﾗﾝｽ

の取れた在り方の検討 

③部活動の推奨と積極的活動支援並 

 びに部活動ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの検討と作成 

④生徒主体の学校行事の充実と行事 

 の精選に向けた検討。 

③部活動での顕著な活動実績があ 

 ったか。 

④行事の精選が図られたか。 

 

・市高生に相応しい生徒 

 指導の充実・徹底 

⑤挨拶の励行、ﾙｰﾙの遵守、基本的生 

 活習慣、安全指導、いじめ防止等 

 生徒の社会性の向上を図る。 

⑤保護者ｱﾝｹｰﾄの「生徒規律」に 

 関する 4項目の肯定的回答が前 

 年比上昇したか。 

３ 

 姉妹校との交流や海外修学旅行、留

学、部活動選抜選手の海外遠征など、多

彩な国際交流活動を展開している。一方

で本校独自の戦略的な海外研修の実施な

ど、生徒や保護者のニーズと安全を確保

前提に、広い視野と高い英語力、国際感

覚を身につけた、国際社会に貢献できる

人材の育成を一層追求する必要がある。 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの充実や土曜公開授業、学校

説明会、中学校訪問、地域連携事業など

の機会を活用し、本校の教育活動を積極

的に発信し、生徒募集の充実を図る必要

がある。 

・国際理解教育の積極的 

 な推進と安全確保の徹 

 底 

①姉妹校交流、海外修学旅行、ｲﾉﾍﾞｰ 

 ｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等多様な国際交流機会 

 の提供と安全確保の徹底。 

①国際交流事業参加生徒の満足度 

 は高かったか。また、事故なく 

 事業が実施できたか。 

①姉妹校、最先端ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑ(20 名参加)いずれも事故

なく実施し生徒の満足度は高

かった。鄭州市からの訪問受

け入れなども実施できた。 

②ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ閲覧数 323,022 件

で昨年比 8,043件増加。 

③④上級学校訪問の受け入れ

数増加、土曜一般公開来校者

1023 名で前年 680 名から倍増

した。志願倍率（12 月調査）

も 2.5 倍で前年より上昇し、

県内で最高倍率を記録した。 

Ａ 

○最先端ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

は、次年度から市教委の支

援を得て拡大実施の見込み 

○一般公開時の来校者数増

や志願倍率の上昇など、本

校への期待と関心は極めて

高くなりつつある。授業の

工夫改善、大学入試改革対

応、進学指導の充実など、

継続して市民県民の期待に

応える教育活動の充実に努

める。 

 

・最先端ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、金額が高

いのに驚いた。経済的な面での壁がなく

なるとよい。 

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの閲覧件数が増えたことはい

い。ただ、ある部活動はまめに更新して

いるが、ある部活動は一年間写真が変わ

っていないということが見られる。 

・高大接続についてはいろいろ情報を頂

いており不安はないが、塾は付属高校を

勧めている。高大接続の取組の情報発信

をさらに充実させることが必要だ。 

・積極的な学校情報の発 

 信と地域連携の充実 

 

・生徒募集の充実 

②ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでの学校情報の積極的な 

 発信 

③地域連携活動の推進と充実。 

④土曜公開授業や学校説明会の内容 

 の充実と中学校訪問及び上級学校 

 訪問などにおける生徒募集活動の 

 積極的実施。 

②ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ閲覧件数は上昇したか 

③地域と連携した取組が行われた 

 か。 

④土曜公開授業、学校説明会の参 

 加者数は増加したか。更に 1月 

 発表の志願倍率が前年比上昇し 

 たか。 

 


